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1．はじめに 

プレゼンテーションにおいて，必ずしも活発な意見交

換が行われるわけでない．その理由の一つとして，発表

は限られた時間の中で行われるため，全ての聴講者の意

見を取り入れることは難しい点が挙げられる．特定の話

題に焦点が当たり多角的な意見交換が成されないケース

や，質問する程でも無いという自己判断により意見を伝

えないなど，本来，聴講者が疑問に感じた内容や，有益

な提案などが，埋没してしまう状況が起こり得る．また，

過去に行われたプレゼンテーションを聴講していない者

には，その内容を把握することは困難である． 

そこで本研究では，マイクロブログを用いたプレゼン

テーションの聴講および共有支援システムを提案する．

マイクロブログ上に発信された聴講者のコメントを発表

者が発表中に確認出来る仕組みを構築することで，活発

な質疑応答を促す．また，それらのコメントやスピーチ

概要，スライドを時系列で表示させる仕組みを構築する

ことにより，プレゼンテーションのアーカイブ化を実現

するとともに，マイクロブログを介した幅広い論議の場

の提供を実現する． 

2．プレゼンテーション支援の試み 

システムによりプレゼンテーションの支援を行う試み

が様々ある．memoQ は，聴講者らが発表に関して記述し

たメモのうち，疑問符のあるものだけを質問メモと定義

し，匿名で表示する[1]．他の聴講者は各質問メモの中か

ら興味・関心のあるものを投票することで，より重要度

が高いと考えられる質問を選別することができるため，

聴講者間で簡易的な意思共有が可能となり，質疑の活性

化を促すものとなっている．また，発表者の支援として

は，シナリオに基づいて，柔軟な進行を可能とするスラ

イドの制作を支援する試みもある[2]． 

一方，マイクロブログの急速な浸透を受け，研究会や

講義などのプレゼンテーションの場で，それを活用しよ

うという動きがみられる[3][4]．マイクロブログの特徴と

して，気軽である，リアルタイム性や伝播性が高いとい

った点があげられる．また，マイクロブログ上に発信さ

れた情報により，発表会後も発表者と聴講者のやり取り

が可能である点や，発表会外部からの知識の参入も期待

できる点など，時間や場所の制約を超えたやり取りが可

能となる．これらにより，プレゼンテーションの活性化

が期待されている． 

3．プレゼンテーション聴講・共有支援システム 

プレゼンテーションの場で，マイクロブログを利用す

ることにより，これまでの発表者から聴講者への単一方

向な発表ではなく，聴講者から発表者へ，また，聴講者

間で，多方向な意見交換が可能とる．このように，マイ

クロブログを仮想的な意見交換の場とし，場の活性化を

図ると共に，議事録として保存することで，アーカイブ

としても活用することが可能となる． 

3.1 システムの構成 

システムの構成を図 1に示す．本システムは，様々なマ

イクロブログとの連携を想定しており，また，単独でも

動作するよう設計されている．以下，Twitter との連携を

例に，システムの構成について述べる．提案システムで

は，ユーザーは OAuth 認証により，Twitter 利用時のアカ

ウントでログインを行う．この際，Twitter 用のアカウン

トを所持していない人や，自身のアカウントを利用した

くないユーザーのため，システム上で作成可能なユーザ

ーID による認証と任意で選択可能とする．つぎに，ユー

ザーは一覧の中から，任意の発表会を選択する．発表会

はハッシュタグにより分類される．発表会に参加した状

態で発言を行うと，その内容はサーバに保存されるとと

もに，Twitter にも選択した発表会のハッシュタグが付加

された形で，内容が反映される． 

 

図 1システムの構成 
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3.2 聴講支援 

聴講者への支援では，発表会の活性化をおこなうため，

聴講者のスムーズな意見交換や，埋もれがちな疑問・提

案などの吸い出しを補助するための環境の提供を目指す． 

ユーザーはシステムにログイン後，該当の発表会場

（ハッシュタグ）を選択する．その後は聴講中に気にな

った事柄を，普段マイクロブログを利用するのと同様に

投稿してもらう．ユーザーの投稿したコメントは，自身

のみが閲覧可能な“非公開”・システム内部の他ユーザ

ーのみに閲覧可能な“内部公開”・外部マイクロブログ

への投稿を同時に行う“全公開”の三段階の公開設定か

ら，発言毎に状況に応じて選択する．これにより，ふだ

ん使い慣れたマイクロブログに近い感覚での利用を実現

し，ユーザーの積極的な発言を促す． 

投稿内容は，システム内部の DB に格納され，その後，

外部マイクロブログに送信される．もし外部マイクロブ

ログで発表に関する返信などが行われた場合，その情報

は DB に格納され，合わせて表示を行うため，外部からの

知識の参入も期待できる．また，システム内部では順次

DB と照合を行い，自動的に表示されるため，外部マイク

ロブログ側の問題で投稿制限や，帯域制限などによる遅

延が発生している場合でも，その影響を受けることなく，

リアルタイムでのやり取りが可能となり，聴講者はその

場で他者との意見交換が可能となる． 

 各発表会の場には，必要な情報の入力や全体の管理を

行う書記アカウント（ホストユーザー）と呼ばれるユー

ザーを一名設定する．発表が始まる際，書記アカウント

から発表内容についての投稿が行われ，発表内でのコメ

ントは，全てこの書記アカウントへの返信扱いとし，発

表会（ハッシュタグ）→発表タイトル（書記アカウン

ト）→発言（ユーザー投稿）のツリー構造で管理・表示

する．これにより，発表会終了後もアーカイブとして利

用できると共に，時間的制約を無視した議論も可能とな

る． 

3.3 共有支援 

 共有支援では，過去に行われた発表をアーカイブとし

て記録し，仮想的な議論の場を提供することで，時間を

超えた情報共有や，意見交換が可能となる． 

 ユーザーはシステムログイン後，閲覧したい発表会を

選択し，書記ユーザーによる発表タイトル投稿の一覧か

ら任意のものを選択することで，過去に行われた各発表

を閲覧できる．閲覧モードでは，過去の発言内容が時系

列に沿って表示され，この時，自身が気になる発言や質

疑に関して，追加で投稿を行うことが出来る．これによ

り，発表会が終わった後でも，ユーザー間での意見交換

や知識の共有が可能となる． 

4．実行例 

システムの実行例を示す．図 2は実際に聴講者が使用す

る際のインタフェース例である．左上部のメイン画面に

ユーザーの投稿内容がスレッド形式で表示され、下部の

投稿欄から投稿を行う．また，図 3は閲覧モードのインタ

フェース例である．書記の入力した発表者のスピーチと，

聴講者の投稿したコメントを，スライドとともに時系列

で表示している． 

 

図 2 聴講支援の例 

図 3 共有支援の例 

5．おわりに 

本稿では，マイクロブログを活用したプレゼンテーシ

ョンの聴講・共有支援のためのシステムを提案した．今

後は，試作したシステムを実際のプレゼンテーションで

利用し，評価実験を行う予定である． 
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